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1. はじめに 

インターネット等の高度 IT 社会の進展と共に、

社会が扱う情報量は加速度的に増大している。次

世代メモリとして注目されているホログラフィ

ック光メモリは、大容量記録・高速データ転送が

可能、キュリティ性に優れるといった特徴をもっ

ている。我々は、ホログラフィック光メモリとし

て、ランダムパターン生成素子に光を透過させる

だけでランダムパターンが生成可能であるとい

う特徴を活かしたランダムパターン光多重記録

システムを提案してきた。これまでに、素子を回

転させることで参照光の位相分布を変化させて

多重記録を行う手法を提案し、システムの有効性

を実験的に確認してきている[1]。本研究では、素

子への入射波長を変えるだけで異なる波面を生

成して多重記録を行う、カラー記録・再生システ

ムを提案する。さらに、素子の回転による多重記

録手法と本研究で提案する波長多重記録を組み

合わせることで、更なる大容量化が期待できる。 

2. カラー記録・再生原理 

記録媒体に、45˚-cutLiNbO3:Fe 結晶(1x1x1 cm3)
を使用し、参照光側にランダムパターン生成素子、

物体光側に液晶空間光変調器(SLM)等を設置し、

ランダムな位相分布をもった参照光と記録画像

情報をもった物体光を記録媒体の結晶上で干渉

させ、記録する。本研究では、ランダムパターン

生成素子に入射する光の波長を変化させるだけ

で異なる波面を生成し、多重記録を行う手法を提

案する。入射波長を変化させるだけで異なる波面

の生成が可能であるため、シンプル・小型で相関

性のないカラーパターンの生成が容易なシステ

ムの構築が可能である。さらに、多波長を用いた

同時再生が容易であることも大きな特徴である。 

3. 多波長を用いたカラー記録・再生実験 

ランダムパターン生成素子として Fiber bundle
を用い、波長 R (632.8 nm)の He-Ne レーザと波

長 G (532 nm)の Nd:YVO4レーザを光源としたカ

ラー記録・再生シミュレーションおよび実験を行

った。Fig.2 上段にシミュレーション結果、下段

に実験結果を示す。単一波長を照射した結果、そ

れぞれの再生画像を得ることに成功した。また、

2 波長を同時照射したところ、各波長で記録した

画像が同時に再生できていることを確認し、本シ

ステムの有効性を示した。本システムにおいて容

易に波長多重記録が可能であることから、従来の

素子の回転による多重記録を組み合わせること

で、更なる大容量化への可能性を得た。 

4. まとめ 
ランダムパターン生成素子への入射波長を変

化させるだけで異なる波面の生成が可能な、シン

プルで小型なシカラー記録・再生システムを提案

した。シミュレーションおよび実験によりシステ

ムの有効性を確認し、さらに従来の素子の回転に

よる多重記録を組み合わせることで、更なる大容

量化への可能性を得た。 
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Fig. 2 Readout images from experiment and
numerical simulation. (a) Single-wavelength. 
(b) Simultaneous readout using two wavelengths.  
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Fig. 1  Principle of color record. 
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